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薬品分析化学分野 
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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

黒田直敬・教授 理事（学術担当） 日本臨床化学会 

黒田直敬・教授 九州支部常任幹事 日本分析化学会 

黒田直敬・教授 評議員 日本法中毒学会 

黒田直敬・教授 世話人 生物発光・化学発光研究会 

黒田直敬・教授 長崎県研究事業評価委員会 環境保健分野研究評

価分科会委員 

長崎県 

岸川直哉 九州支部幹事 日本分析化学会 



 

 2 

・准教授 

岸川直哉 

・准教授 

Analytical Sciences 編集委員 日本分析化学会 

岸川直哉 

・准教授 

学術雑誌編集委員 日本薬学会 

岸川直哉 

・准教授 

物理系薬学部会若手世話人 日本薬学会 

岸川直哉 

・准教授 

評議員 クロマトグラフィー科学会 

岸川直哉 

・准教授 

九州支部評議員 日本臨床化学会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

黒田直敬・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（B） 
特異的化学発光計測に基づくキノン及びキ

ノン修飾体の精密解析法の開発と応用 

黒田直敬・教授 三菱瓦斯化学株式会社 代表 共同研究 
母乳及び血液中の PQQ 濃度解析 

岸川直哉 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
チロシンを特異的に検出可能な化学発光分

析法の開発と創薬・診断技術への展開 

岸川直哉 
・准教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究（B） 
特異的化学発光計測に基づくキノン及びキ

ノン修飾体の精密解析法の開発と応用 

岸川直哉 
・准教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究（B） 
関節リウマチ特異的な免疫複合体のエピト

ープの精密特定と複合体形成制御薬の基礎

開発 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

黒田直敬・教授 
大山 要 

・准教授 
岸川直哉 

・准教授 

肺癌診断用バイオマーカー 2014 年 
7 月 24 日 

 特願 2014-150493 

黒田直敬・教授 
岸川直哉 

・准教授 
大山 要 

・准教授 

キノンを検出するための化合物および該化合

物を用いたキノンの検出方法 

2013 年 
8 月 27 日 

2017 年 
11 月 2 日 

特許第 6233834 号 

大山 要 
・准教授 

黒田直敬・教授 

中枢神経ループス（NPSLE）診断用バイオマー

カー 
2013 年 

3 月 18 日 
 特願 2013-55543 
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岸川直哉 
・准教授 

大山 要 
・准教授 

黒田直敬・教授 
岸川直哉 

・准教授 

免疫複合体の網羅的解析方法および新規関節

リウマチバイオマーカー 

2010 年 
10月 14日 

 特願 2010-231935 

 
○特筆すべき事項 
①黒田直敬・教授：2018 年度九州分析化学賞受賞 

 


